
　震災から 11 年が経過し、人口減少問題や地球規模の環境問題、デジタ
ル化の進展など、新しい時代への対応が求められる中、これまでの復興の
取組を振り返りつつ、本市が目指すべき未来の姿などについて、市民や地域、
企業の皆様と共に考え、取組を実践する契機とするため、「東日本大震災か
らの復興とその先の未来へ」をテーマにシンポジウムを開催します。

●日　　時／８月 25日（木）　１3：30 ～ 16：00
●場　　所／気仙沼中央公民館 ホール
●内　　容（予定）／
　【記念講演】
　　講師：市町村職員中央研修所学長、元復興庁事務次官　岡
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　【パネルディスカッション】
　　モデレーター：岡本　全勝　氏
　　パ ネ リ ス ト：・�東京大学・豊橋技術科学大学名誉教授、国土計画協会会長、

元日本学術会議会長、元豊橋技術科学大学学長
　　　　　　　　　　大

おお
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　氏
　　　　　　　　　・�大学院大学至善館副学長、東北大学名誉教授
　　　　　　　　　　大
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滝
たき

　精
せい

一
いち

　氏
　　　　　　　　　・一橋大学名誉教授　関

せき

　満
みつ

博
ひろ

　氏
　　　　　　　　　・気仙沼市長　菅

すが

原
わら

　茂
しげる

●定　　員／ 300 人程度（要申込）
●参 加 費／無料
●申込方法／�専用申込フォームで申し込みください。電話、

電子メール、ファクスでも申し込みできます（氏
名 ･ 連絡先を明記）。

●申込期限／８月 12 日（金）まで
申・問 震災復興・企画課 ☎ 22-6600 内線 313　
 　　　FAX 24-8605　✉kikaku@kesennuma.miyagi.jp

専用申込
フォーム

東日本大震災復興記念シンポジウムを
開催します 防災行政無線など

を利用した
情報伝達試験を
実施します

防災行政無線など
を利用した
情報伝達試験を
実施します

　全国瞬時警報システム
（Ｊアラート）を用いた試
験で、全国で一斉に行わ
れます。
　実際の災害と間違えな
いようご注意ください。

■日時／８月 10日（水）
　　　　午前 11 時
■内容／次の配信先に試
験放送と試験配信を行い
ます。

【配信先】
・防災行政無線
・被災者支援メール
・市公式サイト
・ツイッター　
・Facebook
・LINE
・コミュニティ FM
・市防災ポータルサイト
問 危機管理課 
 　防災安全係 
 　☎ 22-3402

■�余裕を持って安全に避難するために、いざという時の自分の行動を考えておきましょう。
　マイ・タイムラインとは、住民一人ひとりのタイムライン（防災行動計画）です。
　台風などの接近による大雨によって河川の水位が上昇する時に、自分自身がとる標準的
な防災行動を時系列的に整理し、あらかじめ取りまとめておくことで急な判断が迫られる
災害時に、自分自身の行動のチェックリスト、また判断のサポートツールとして役立てる
ことができます。
� 〔「マイ・タイムライン」（国土交通省ホームページ） を加工して作成〕
■防災基礎クイズ
Ｑ　�エルニーニョ現象とは、太平洋赤道域の日付変更線付近から南米沿岸にかけて海面水温が平年より

高くなり、その状態が１年程度続く現象です。逆に、同じ海域で海面水温が平年より低い状態が続
く現象は何現象と呼ばれているでしょうか。

毎月 11 日は「防災を考える日」です。
震災の教訓や災害への日頃の備えなどについて、家庭や学校、職場、地域などで話し合ってみましょう。

答え：ラニーニャ現象

防災を 考 える日
毎月 11日は

~ episode74 ~ 問危機管理課 防災安全係 ☎ 22-3402

「マイ･タイムラインをつくりましょう」
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●応募期間／８月 31 日（水）まで　※必着
●審査日程／
　・予選（書類審査）：９月上旬から中旬
　・本選（実技審査）：10 月２日（日）
●本選会場／クッキングスタジオ（市魚市場内）
●応募資格／
　�全国の小学１年生から高校３年生
　�（平成 16 年４月２日から平成 19 年４月１日

までに生まれた社会人も含む）
●応募方法／
　�応募用紙に必要事項を記入し、

料理の完成写真を貼付のうえ、
①郵送、②メール、③応募専
用フォームのいずれかで応募

●料理の条件／�主に気仙沼市の地元食材を使用
すること

●入賞賞品／
　グランプリ（１名）…賞状、高機能調理家電
　準グランプリ・その他各賞…賞状、その他賞品
申・問プチシェフコンテスト実行委員会事務局
　　　・市震災復興・企画課 ☎ 22-6600 内線 314
　　　・気仙沼商工会議所 ☎ 22-4600

プチシェフコンテ
スト専用ページ

（応募用紙・応募
専用フォーム等）
※�市公式サイトへ

リンクします

　自分の “ 好きなこと・気になること・解決し
たいこと ” をテーマに地域で実践してきた、も
しくはこれからチャレンジしたいと思っている
マイプロジェクトを発表する場です。
■対象／�市内の高校生（個人、またはチームで

応募可）
■定員／�10 組程度（定員を超える応募があっ

た場合、別日に選考を行う予定）
■日時／
　①オリエンテーション　９月９日（金）19:30 〜 21:00
　②アワード（発表会）　10 月２日（日）
■場所／�オンラインまたは PIER ７（まち・ひと・

しごと交流プラザ）
■費用／無料
■申込方法／
　�８月 28 日（日）までにエン

トリーフォームから応募 
　※保護者の同意が必要です
問主催：地域づくり推進課 ☎ 22-6600 内線 335
　企画・運営：
　合同会社 colere（コレル） 
　☎ 25-7377　✉info@numa-ninaite.com

■日時／10 月１日（土）10:00 ～ 14:30
■会場／市民福祉センター「やすらぎ」
■内容／①�市内在住の女性の作品（書・絵画・

手仕事品など）の展示・販売
　　　　②女性たちの地産地消
　　　　③女性たちの SDGs（フリーマーケット）

【同時開催】�「東日本大震災から 11 年　女性たちの
あゆみ、そして未来へつなぐ」写真展

■出品規定／
　①出品資格は市内在住の女性
　②出品者または出品団体の手作り品
　③�作品は会場に展示できる大きさであること
　※�出品できないもの：①食品　②動物　③展

示に相応しくないと事務局が判断したもの
■出品料／�１団体（個人）あたり、展示は 500 円、

販売は 1,000 円
■募集定員／展示：10 組、販売：10 組（先着順）
■申込方法／�地域づくり推進課に備え付けの用

紙で申し込み
■申込期間／８月１日（月）～ 17 日（水）
申・問�市各種女性団体連絡協議会事務局（地域

づくり推進課 男女共同参画推進室内）
　　  ☎ 22-6600 内線 334

エントリーフォーム

　講義やグループワーク、コミュニティ活動の
事例研究などを通じて、地域を元気にする活動
について学びます。
●対象／
　�市内在住で、地域活動を行っている方・興味

がある方など。自治会、まちづくり協議会、
市民活動団体などチームでの参加も可能です

（主に 40 歳以上を中心とした講座です）。
●定員／20 人程度　　　
●参加費／無料
●内容／�東北学院大学の教員等による講義、地

域で活動する先輩・若者からの講話な
ど（全６回、土曜日開催）

●第１回講義／
　・日時：９月 10 日（土）13:00 ～ 16:00
　・会場：ワン・テン庁舎大ホール
　・内容：「開講式」「気仙沼の今を知ろう」
●申込方法／�８月 31 日（水）までに、電話、ファ

クスまたはメールで申し込み（必
要事項：名前、住所、連絡先）

申・問市地域づくり推進課 ☎ 22-6600 内線 337
　　　FAX 24-1226　✉chiiki@kesennuma.miyagi.jp

第19回　プチシェフコンテスト第19回　プチシェフコンテスト
inin  気仙沼　参加者募集気仙沼　参加者募集

気仙沼の高校生気仙沼の高校生
MY PROJECT AWARD 2022MY PROJECT AWARD 2022

参加者募集参加者募集

「第８回女性たちの芸術祭」「第８回女性たちの芸術祭」
作品募集作品募集

アクティブコミュニティ塾アクティブコミュニティ塾
受講生募集受講生募集
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